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表紙の写真について
2025年 6月 29日に打ち上げられたH-IIAロ
ケット 50号機の写真です。本文 3ページから
の「H-IIAロケットを振り返って」をご覧くだ
さい。 ©宇宙航空研究開発機構（JAXA）

　2026 年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
　さて、本号では日本の航空と宇宙の「輸送」を
テーマとする記事が揃いました。
　JAXA の川上道生様には、2025 年 6 月の 50 号
機をもって運用を終了した H-IIAロケットの軌
跡を振り返っていただきました。世界屈指の成功
率 98. 3％を記録したその信頼性がいかに達成さ
れたのかもご紹介いただいています。手前味噌で
すが見開き 2 ページで掲載した打上げシーンは、
ロケット打上げの荘厳さの片鱗をお伝えできたの
ではないかと思います。H-IIA の信頼性は後継
の H3 ロケットへと確実に受け継がれています。
本年は、H3 ロケットによる火星衛星探査計画

（MMX）探査機の打ち上げが予定されています。
日本の宇宙輸送が名実ともに新世代へと完全移行
し、新たな領域を切り拓く飛躍の年となることで
しょう。
　NAA の坪田健志様には、成田空港に新設され
た「第 8 貨物ビル」についてご寄稿いただきまし
た。この物流の新拠点は、単に日本最大級の規模
と最新の自動化設備を備えた施設というわけでは
ありません。なぜなら、成田空港は現在、2030

年代初頭の東側新貨物地区整備を含む「成田空港
第 2 の開港プロジェクト」を推進していて、第 8
貨物ビルでのサステナビリティや働きやすさへの
挑戦は、この空港全体の機能を刷新する壮大な将
来構想に向けた、重要な試金石となるからです。

「成田空港第 8 貨物上屋プロジェクト」が 2025 年
度の「空の夢賞」を受賞されたのも、未来を切り
拓こうとする存在だからです（26 ページからの

「日本航空協会表彰式」の記事をご参照ください）。
　新世代が出揃う宇宙輸送と、さらなる拡張へ向
かう空の玄関口。「空」と「宙」の夢に向かう両
者の物語が、新年の皆様の活力となれば幸いで
す。
　ところで、2026 年の干支は丙午（ひのえうま）
です。馬と航空宇宙の繋がりというと、P-51 マ
スタングといった馬にちなんだ愛称の飛行機を思
い出される方もいらっしゃると思いますが、実は
飛行機が飛び始めて間もない頃（日本では1910年
代）には、もっと直接的な繋がりがありました。
当時、欧米でも日本でも飛行場というものがほと
んどなかったので、競馬場で飛行大会が開催され
ることが多かったのです。今はない目黒競馬場や
鳴尾競馬場、今もある川崎競馬場などで、多くの
日本人が初めて飛行機を目にしたのでした。跳躍
する馬のように、あるいは飛翔する天馬のように、
本年が皆様の飛躍の年になることを祈念いたしま
す。
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「⼀般財団法⼈ ⽇本航空協会」への賛助のお願い 

 

⼈類の「空」そして「宇宙」への夢と探求は尽きることがありません。 
航空の時代は20世紀とともに始まり、安全性を⾼めつつ「より速く、より⾼く、
より遠くへ」を⽬指して宇宙へと広がり、社会の発展に貢献してきました。 
 

当協会は1913年、帝国⾶⾏協会として設⽴され、激動の時代にあっても 
航空・宇宙の発展を⽀え、2023年には創⽴110年を迎えました。 

現在は、航空スポーツの普及振興、航空遺産の継承、航空宇宙関係の講演会
開催、機関誌や『数字でみる航空』等の出版、航空宇宙の発展に貢献した  
個⼈・団体の表彰、航空図書館の運営、航空神社の奉賛、航空殉職者のご遺族
に対する育英事業、また、国際線発着調整事務局、｢空の⽇」･「空の旬間」 
実⾏委員会事務局を受託するなど、公益に資する多くの事業に取り組んでおり、 
これらの事業を通じて、航空・宇宙関係者相互の交流啓発を推進し、未来を 
担う世代に対しては、「⻘少年航空宇宙絵画国際コンテスト」や「こども模型
⾶⾏機教室」なども開催し、航空・宇宙への関⼼を⾼める活動も⾏って 
おります。 

当協会は、我が国航空界の先駆けの⽅々から受け継いだ「航空会館」を基本
財産とし、その運⽤収益と、当協会の活動にご賛同いただいている個⼈・法⼈
の皆様⽅からの賛助により事業を⾏っております。 

航空・宇宙の更なる発展のため、是⾮とも当協会賛助員としてご⽀援を 
賜りますようお願い申し上げます。 

 
おお問問いい合合わわせせ：：⽇⽇本本航航空空協協会会賛賛助助員員おおよよびび航航空空ククララブブににつついいてて  

Tel：03-3502-1201 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：contact@aero.or.jp  
航航空空遺遺産産継継承承基基⾦⾦賛賛助助員員ににつついいてて  

Tel：03-3502-1207 Fax：03-3503-1375 電⼦メール：isan@aero.or.jp 
 


